我 文部省の 仮名 遣 改定 案 は 既に 山 田 孝 雄 氏の 痛撃 を 

加へ たる 所な り。 (雑誌 「明星」 二月 号 参照) 山 田 氏の 

痛撃た る、 尋常一様の 痛撃に あらず。 その 当に 破る ベ 

きを 破って 寸毫の 遺憾 を 止めざる は 殆ど サム ソンの 指 

動いて ペリ シデの マッチ 箱の つぶる るに 似たり。 この 

山 田 氏の 痛撃の 後に 仮名 遣 改定 案 を 罵らむ と 欲す、 誰 

か 又 蒸気 ポンプの 至れる 後、 龍 吐 水 を 持ち出す の 歎な 

きを 得む や。 然れ ども 思へ、 火を滅 せむ に は 一 杓の 水 

も 用な しと 做さず。 況ゃ 一 条龍吐 水の 水 を や。 是 僕の 

創見な きを 羞ぢ ず、 消防に 加 はらむ とする 所以な り。 

我 文部省の 仮名 遣 改定 案 は 漫然と 「改定」 を 称すれ 



断じて 便宜と 言 ふべ からず。 国語 調査 会の 委員 諸 公 は 

悉 聡明 練達の 士 なり。 豈 陽に 忠孝 を 説き、 陰に 爆弾 を 

懐に する 超 偽善 的 恐怖 主義者 ならむ や。 しかも 諸 公の 

為す 所 を 見れば、 諸 公の 簡を 尊ぶ こと、 土 蛮の 生殖器 

を 尊ぶ が 如くなる は 殆ど 恐怖 主義者と 同 一 なり。 雑誌 

「明星」 同人 は 諸 公 を 以て 便宜主義 者と 做す。 (雑誌 「明 

星」 二月 号 所載) 便宜主義 者 乎。 便宜主義 者 乎。 僕 は 

寧ろ 諸 公 を 目す るに 不便 宜 主義者 を 以てする ものな り _ 

我 文部省の 仮名 遣 改定 案の 便宜に 出づる こと を 認め 

難き は 上に 弁じた る 所な り。 卒然とし てこの 改定 案 を 

示し、 恬然と して 責任 を果 したりと 做す、 誰か 我 謹厳 



言語 上の 暗黒時代に 生まれた る ものな り。 この 混沌た 

る 暗黒時代に 一 縷の 光明 を 与 ふるもの は 僕 等の 先達 並 

びに 民間の 学者の 纔 かに 燈心を 加へ 来れる 二 千年 来の 

常夜燈 あるの み。 若し この 常夜燈 にして 光明 を 失 はむ 

乎、 僕 等の 命 休すべく、 日本の 文章 衰ふ べし。 我 謹厳 

なる 委員 諸 公 は 僕 等の 命 休す る も 泰然たら むは 疑 ふべ 

からず。 (同時に 又 僕 等の 墓 上の 松颯々 の 声 を 生ずる 

の 時に 当り、 僕 等の 作品 を 教科書に 加へ、 併せて 作者 

の 夢にも 知らざる 註釈 を附 せむ も 疑 ふべ からず。) 然 

れ ども 思へ。 中堂の 猛火、 東 敷 山の 天 を 焦がして より 

日本の 文章に 貢献した る もの は 文部省な るか 僕 等なる 
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